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次世代電子カルテシステムとクリテイカルパス収支シミュレータ開発の位置づけ

電子カルテシステムと経営支援システムを融合し,診療と経営の両方を支援する次世代電子カルテシステムを目指す｡クリテイカルパス収支シミュレータは,経営支援システムの分

析結果を電子カルテシステムにフィードバックする重要な役割を担う｡

高度化,複雑化する医療の支援と経済効率向上に

対応するためには,電子カルテシステムを中心とした

医療情報システムが不可欠となっている｡特に,蓄積

した診療データを分析した結果を根拠として,医療業

務の改善が図れるような情報システムは,今後の病院

経営には必須である｡

欝
はじめに

高度化していくこれからの医療を支援するためには,医療

のIT化が欠かせない｡例えば,過去の診療歴や放射線･臨

床検査の各部門からの大量の診療データを瞬時に参照し,

最新の科学的根拠を検索して治療方針を策定したり,病院

内だけでなく地域の診療所･保健所･患者宅も含めて診療情

報を共有し,安全かつ効率的な医療を提供するためには,

日立製作所は,電子カルテシステムと経営支援シ

ステムを融合することで,診療だけでなく病院経営も

サポートする次世代電子カルテシステムの研究開発を

進めている｡今回,ニつのシステムをつなぐ重要な機

能であるクリテイカルパス(標準的診療計画)収支シ

ミュレータの技術を開発した｡

ITによる幅広いサポートが必要となる｡

医療のIT化に関する最近の動向としては,電子カルテシス

テムを中心とした情報システムの普及促進と,医療費抑制な

どの医療保険制度の改革があげられる｡

ここでは,この二つの動向に対応し,痛院経営をサポート

するために日立製作所が提案している次世代電子カルテシ

ステムと,その中で重要な機能となるクリティカルパス(標準的

診療計画)収支シミュレータについて述べる｡
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題
電子カルテシステムに求められるもの

2.1電子カルテシステムに関する動向

医療のIT化の中で中心的な役割を果たすと考えられてい

るのは,診療録などを電子化して保存,更新する情報システ

ム,電子カルテシステムである1)･2)｡電子カルテシステムは,臨

床検査や放射線科,薬局の各部門システム連携による診療

情報の集約管理や,医療スタッフ間での情報共有などの機

能を持つことにより,診療の質･安全性や診療効率の向上に

大きな効果をもたらすものと期待されている｡

わが国では,政府のIT戦略本部が策定した｢e-Japan戟

略+と,厚生労働省が提言した｢保健医療分野の情報化にむ

けてのグランドデザイン+の中に,電子カルテを｢2006年度まで

に400床以上の病院と全診療所の6割以上に導入+という数

値目標が掲げられ,普及が推進されている｡また,米国でも,

患者の安全性向上の観点から電子カルテシステムに当たる

EMR(ElectricalMedicalRecord)と,オーダーエントリシ

ステムに当たるCPOE(Computerized Physician Order

Entry)の導入が推進されている｡

電子カルテシステムの定義は明確には定まっておらず,単

なる紙カルテの電子化という狭義のものから,診療に関係す

る情報システム全体までを指す広義のものまである3〉｡広義の

電子カルテシステムに求められている機能としては,以下の項

目があげられる｡

(1)診療の質･安全性の向上:診療情報集約管理,チーム

医療のための診療情報共有,医薬品情報･ガイドラインに基

づく意思決定支援,エビデンス(科学的根拠)抽出などの診

療情報二次利用

(2)業務効率の向上:紙カルテ保存スペースの削減,部門シ

ステム連携などによる診療情報共有,診療報酬請求･紹介状

作成･治験文書などへの診療情報再利用

(3)患者満足度の向上:診療情報の開示支援,地域保健

医療福祉ネットワークヘの接続

(4)法制度･標準化などへの対応:電子保存三原則(真正性,

見読性,保存性)の保証,個人情報の保護,用語コード･メッ

セージなどの標準化

2.2 医療保険制鹿改革に関する動向

わが国では,対国民所得費8%に達した国民医療費を抑

制するために,診療報酬制度改定や保険料率変更などの医

療保険制度の改革が進められている｡中でも,2003年4月に,

特定株能病院などにDPC(Diagnosis Procedure

Combination:診断群分類)別包括支払制度が導入された

のは,従来の出来高払いの診療報酬制度を変革する,重大

な出来事であった｡このような医業収入の抑制に対応するた

めに,医療機関にはコストダウンが求められるようになっている｡

24‥‾l立評爵2003･9

例えば,検体検査や薬局業務などで普及しているアウトソー

シングが,今後のDPC別包括支払制度の進展により,放射

線診断分野などにもいっそう広がっていくものと考えられる｡

2.3 次せ代電子カルテシステムに求められるもの

今後,医療機関には,電子カルテシステムの普及推進と医

業収入の抑制という二つの動向に対応しながら,診療効果と

経済効率の向上を同時に図ることが求められる｡そのために

は,電子カルテシステムを中心とした情報システムによってデー

タを蓄積し,そのデータを分析して得られた根拠に基づいて

医療業務を改善していく必要がある4ト6)｡すなわち,2.1であ

げた電子カルテシステムに求められる機能に追加して,病院

経営をサポートする機能も必要になるものと考えられる｡

題電子カルテシステムと撞営支援システムの製品化状況

日立製作所が製品として提供している病院情報ソリュー

ション｢HIHOPSシリーズ+は,電子カルテシステム``HIHOPS-

HR'',診療支援システム``HIHOPS-SS”,医療事務システム

``HIHOPS-CS'',および経営支援ソリューションから成る｡こ

の中の電子カルテシステムと経営支援ソリューションについて,

以下に概要を述べる｡

3.1 電子カルテシステム"HIHOPS-HR”

日立製作所は,診療の効率化や安全性向上には広義の電

子カルテシステムが必須であると考え,オーダーエントリシス

テム(診療支援システム"HIHOPS-SS'')の基盤上に電子カル

テシステム``HIHOPS-HR”を構築し,シームレスな連携を図っ

ている｡HIHOPS-HRの特徴と機能は,以下のとおりである7)｡

(1)診療情報を一画面に集約表示するハイパーフローシート

(2)経過記録を効率的に人力するためのテンプレート入力

(3)臨床部門や検査部門などで起票する既存帳票･レポート

の電子化と,帳票上への患者情報の自動取り込み

特に,ハイパーフローシートは,各部門システムと連携し,

診療実施状況や検査結果など,診療に必要な情報を1画面

で時系列的に管理する機能を持つ｡ハイパーフローシートの

画面例を図1に示す｡患者基本情報の下部に,横軸を時間

軸,縦軸を診療項目群として診療経過が時系列で表示され

る｡ハイパーフローシートは,これらの情報を高い視認性を持

つ画面表示で提供することで,チーム医療や診療効率の向

上,患者との診療情報共有を支援する｡

3.2 システム(川HOPS ソリューション)

日立製作所は,経営支援システムとして,HIHOPS経営

支援ソリューションを提供している｡このソリューションの特徴

と機能は以下のとおりである｡
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図1電子カルテシステム"HIHOPS-HR”の画面例(ハイパーフローシート)
診療項目の実施状況をガントチャートのように一覧表示し.この画面を入口として各業務サブシステムを起動する｡このような機能により.診療の質と効率向上を支援する｡

分析メニュー

i諾
い♪

級こ 誉詩儲

締着嘗ちノデータi恩)ヮ山きし{‡〉つすノ㌢∨つ～.鮮♪､ざ上ブ噂

頚 怒 馬 で

泰阜了 を葛㍍寮茸 上下きこ弟賛 ㌢川･ヌ

院コ…トーr盲紆∃Tコ

;一くノl巾:=lヽ-l∧■

ンa巾ブ.r≠)ど亡.

J七11γ(〔l‾j}♪

二■ゾ′範Jヰ1㍗′タ

筏コ≠i こj

主を碓1孝よ矛,∨餞〉

研績

蔓壬ン襟首友鞠欝門

替堵が門

ぶ郎去j

･ ご怒こだ凍 試鵬

§-一子･こ勅う′乞:【l;輯･‥気心4巧でこ-′糾駕濱･了ぎーニー誉曳う犠フ･新一ぷ駕
■ニ鵜り伽1･々､Y･…と′デモ4三!やごナ≡l了き!う淡:{4j丘§繊ど椚ヱ恕∃

ニ′′己･照子ヰち′7≡き三;ごぎ首1㌻ミ妄こ渕巨わ′さ凝捌_首7′.彗′号孟S批!奴

ー′ィJq払2′貨-く
～

･､■ミミ汚≒-一′〉いモノ小′′叫亡冶号∴こ謂L亡主!卓繋松城

こ,′1湘一恥′1訓ま忘≒.搬ホ項さ1払う;速′戦き糾.二やノi芝ヰ埼～怒′1月Q

グラフ分析

画面

階層表分析
画面

園2H什10PS経営支援ソリューションの画面例(OLAP)

蓄積された経営情報をOLAP(0∩-LjneAnalyticalProcessing)によって多角的に分析する｡分析メニューを選択すると,グラフ分析画面と階層表分析画面に分析結果が表示さ

れる｡分析項目の変更や詳細項旧へのドリルダウンを可能とし,経営意思決定を支援する｡

(1)医療事務システム"HIHOPS-CS”との連携や,テンプレー

ト人力による効率的な経営情報収集手法

(2)コストに関するさまざまな経営指標を算出するための科

別や疾病別の各種原価計算

(3)経営情報を統合管理するためのデータウェアハウス

(4)経営指標をさまざまな角度と詳細度で把握するための多

次元分析ツール"OLAP(On-LineAnalyticalProcessing)”

OLAPによって部門別コストの経年変化を分析した画面例

を図2に示す｡このように,部門･科別や医師･疾病別の収支

といった経営指標を対話的に表示することにより,医療機関

の経営に関する意思決定を支援している｡なお,医療機関

によって経営戦略立案に必要な情報が異なり,それに応じて

情報収集の仕方も分析メニューも異なる｡このため,日立製

作所は,ソリューションという形で,各医療機関のニーズに合

わせたシステム構築を行っている｡
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膚電子カルテシステムと経営支援システムの融合による次せ代電子カルテシステム

現在,製品として提供しているHIHOPSシリーズにより,電

子カルテシステムから経営支援システムへのフローの構築を

可能とした｡これをさらに進め,今後求められる病院経営の

サポート機能を実現するためには,経営支援システムから電

子カルテシステムヘのフィードバックループが重要になると考え

る(23ページの図参照)｡

このフィードバックループを構築するためには,分析機能の

高度化とフィードバックの効率化が必要である｡分析機能の

高度化とは,経営支援システムで行われている疾患別などの

大局的な収支分析から,診療の経済効率という詳細な収支

分析への対応を図ることである｡フィードバックの効率化とは,

診療にさらに反映しやすい方式で,分析結果を電子カルテシ

ステムに搭載していくことである｡

このような診療と経営を統合的に支援するフィードバックルー

プを構築することにより,医療業務の改善を効果的に支援す

ることができるものと考える｡例えば,経営支援システムで抽

出された経済効率の低い疾患に対し,どのような診療が行わ

れているかを詳細に分析し,改善効果を推測しながら計画を

練り,作成した計画を電子カルテシステムに反映する作業が

容易になる｡

雷
クリテイカルパス収支シミュレータ

5.1クリテイカルパス収支シミュレータの目的

クリティカルパス収支シミュレータは,経営支援システムから

電子カルテシステムへのフィードバックを構築する重安な機能

の-一つである｡クリティカルパスとは,最適な診療プロセスの

モデリング,または,さらに適切なものへと導くためのガイドライ

ンと定義され,特に入院診療を中心に,効率的かつ安全な

診療を行う方法として重視されている8〉｡このシミュレータは,

クリティカルパスの運用状態の分析と作成･変更を,経済的観

点から支援することを目的としたものである｡

クリティカルパス収支シミュレータの支援範囲を診療コストと

合わせて模式的に図3に示す｡クリティカルパスのコストは,

標準実施量と標準単価との積で,実際の診療コストは,実際

実施量と実際単価との積でそれぞれ表されている｡コスト低

減のためには,｢バリアンス+と呼ばれるグけイカルパスと診療

プロセスとの差異を抑制することと,クリティカルパスを変更し

最適化することが重要である｡このシミュレータでは,時系列

データ可視化技術を用いたバリアンス分析機能により,バリア

ンス抑制を支援する｡さらに,クリティカルパス収支推定技術

を用いたパス編集機能により,パス変更を支援する｡これによ

り,グJテイカルパスに関する経済効率向上の支援を目指す｡

26+rほ舶2003･9
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図3診療コストの模式図とクリテイカルパス収支シミュレータの支

援範囲

クリテイカルパスと実際の診療プロセスのコストの違いを長方形の面積で表現す

る｡グノテイカルパス収支シミュレータでは.時系列データ可視化とグノテイカルパス収

支推定の二つの技術により,バリアンス抑制とパス変更を支援する｡

5.2 時系列データ可視化技術

時系列データ吋視化技術は,だれに,いつ,どのような診

療を,どの程度実施したかという診療時系列データを,ユー

ザーに把握しやすいように表示するものである～”｡

従来,このようなデータを扱うためにはテキストによるリスト表

示が使われてきたが,複数の患者の大量データを取り扱うこ

とは困難であった｡例えば,診療時系列データの平均値から,

混入したアウトライア(標準から大きく外れた診療を受けた患

者)の影響を除去するためには,データ抽出条件の変更など

膨大な労力が必要とされた｡

この課題を解決するために,この技術では,診療時系列デー

タの傾向がいちべつしてわかるような色調表現と,データ探

索を簡単に行うためのグラフ上での対話的操作方式を取り入

れている｡

時系列データ可視化技術による分析画面例を図4に示す｡

分析には,白内障入院手術のデータを用いた｡左側の画面

は,診療時系列パターン表示画面である｡横軸は時間軸,

縦軸は診療項目群を表し,各セルでは実施量(収入や支出

など)を色調で表している｡右側の画面は患者別収支表示画

面を表す｡同園では,患者別収支画面の上で,｢標準+と考

えられる患者群と｢バリアンス+と考えられる患者群とを対話的

に選択し,それぞれの診療時系列パターンを上下に比較表

示している様子を示す｡色調の違いにより,上下のパターンが

異なっている様子が明りょうに判別できる｡このような分析結果

により,例えば,｢バリアンス+の原因探索や,この｢バリアンス+

に対する新たなクリティカルパス作成支援が可能となる】0)｡



病院経営をサポートする次世代電子カルテシステム

Vol.85No.9 F

診療時系列

パターン表示画面

時間軸

診療項目群

′`‡喜卜 標準
丁㌻〔】一ヨ首

患者別収支

表示画面

バリアンス

図4時系列データ可視化技術による画面例

診療時系列パターン表示画面では,診療時系列データの平均値を色調で表現している｡患者別収支表示画面は患者ごとの実施量を棒グラフで表現している｡図では棒グラフ上

で｢標準+患者群と｢バリアンス+患者群を選択し,その診療時系列パターンの差異が明確に判別できる様子を示している｡

プアイル乾〉戚姦(む祭式く望〉号音入¢藩式く急き〉ニトル呼デ〟クく虫〉ウイノよミヤ轡へきi〉㌣挺‡触軸l

パス編集

画面

収支計算

画面

野斡鮒.邦!h〔01綻ば亡わ礎叩-$側bて軸iにiか紳之j≦ら書〟ゆ18亮∃爵§∨ゞ畑哨)腰細√[竹)萄う′予で汁蕊･や妄㌍隼弓牝鎚漆照右手喜を貰磁ヒてトタラ出合嘗惣㌢上松"宅㌢邸如

芝ふ産j

協約

入時H

賽

喜一ま

深学滋∧ミ黙諾く一､′∧ン諾々こ●

Å 8､ こ じ宇 r F 編集前後
呈

,ノ
㌻､

叫担曳たりの威蓋

,｢βモー47¢
野3995フ?こぎ7≡

/ 収支比較 コスト

､､′′ぺ九
?串53S 繋 料 -

∨

醗幣

簿心細義表∨毛∧;綴ら
縫ン

昏㈱ …や

ノ㌦㌦〟㌦

蛸

溺∧∨∨※喪､
-を発

ア㈱≠'‥-‾∴∴二二r∵ニて二二
S榔-▼

ペ 咋 温ハ 応 諾

碧羞妻羞警羞賢妻
彗 歳 三

芸 茹

㌫八

缶凝
丁

各
課

コ"ド/こ叫l!亡!､/GP8わ8e2れpo(吋り2の′ナビ7㌔汀･.‥t⇒せ.泌ト,/

0 !､望 3 苺､さ 烏 ア､昏､昏†怨

図5クリテイカルパス収支推定技術による画面例

パス編集画面でクリテイカルパスを編集したときに,収支計算画面に編集前後の収支情報が比較表示される｡

5.3 クリテイカルパス収支推定技術

クリティカルパス収支推定技術は,クリティカルパス編集画

面に収支情報を表すグラフを同時に表示し,収`支情報を確

認しながらのクリティカルパス編集を叶能とする｡この技術に

よるクリティカルパスの編集画面例を図5に示す｡対象には,

図4と同様に白内障入院手術のデータを用いた｡上部はパ

ス編集画面,下部は編集前後の収支を比較するための収支
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計算画■血である｡パス編集両面で編集されているクリティカル

パスは,国4で｢バリアンス+と考えられた患者群から抑糾され

たものである｡抽出されたクリティカルパスの入院期間を2H

問短縮した場合の,入院1日当たりの損益を計算した結果を,

収支計算画面の棒グラフで表している｡クリティカルパス単独

での収支変動とともに,バリアンスやアウトライアの影響などを

加味した白内障入院手術全体に関する収支変動も推定して

[l立舶2003･9l27
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いる｡このように収支変動を同時に表示することで,クリティカ

ルパスの編集支援が可能になるものと考える｡

β
おわりに

ここでは,病院経営をサポートする次世代電子カルテシス

テムの提案と,その実現のために重要なクリティカルパス収支

シミュレータについて述べた｡

今後,病院経営をサポートする電子カルテシステムの実現

のためには,グノテイカルパス収支シミュレータの機能向上や,

診療経営統合支援の適用範囲拡大,既存システムとの連携

が必要と考える｡今回は経済効率向上の観点から主に述べ

たが,診療効果向上の観点でのフィードバックも大きな課題で

ある｡そのためには,医療の質の分析やEBM(Evidence-

Based Medicine:科学的根拠に基づく医療)支援機能が次

世代電子カルテにとって重要になる｡また,地域保健医療福

祉ネットワークなど,単一の医療機関にとどまらず,患者を中

心とした地域全体の診療効果と経済効率の向上をサポートし

ていくことも必要になるものと考える｡

日立製作所は,これからも電子カルテシステムを中心とした

医療情報システムの高機能化や高効率化の研究開発を推進

し,社会に価値ある製品を提供していく考えである｡
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